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1
第 (だい)１章 (しょう)　　　　計画 (けいかく)策定 (さくてい)にあたって

１　「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」と「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」の同時 (どうじ)策定 (さくてい)
（１）「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」と「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」　●　●　●　●
小平市 (こだいらし)では、平成 (へいせい)20（2008）年度 (ねんど)から「小平市 (こだいらし)第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」に基 (もと)づき地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)を総合的 (そうごうてき)に推進 (すいしん)し、また、平成 (へいせい)19（2007）年度 (ねんど)から「小平市 (こだいらし)第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」に基 (もと)づき、福祉 (ふくし)のまちづくりを推進 (すいしん)してきました。
両計画 (りょうけいかく)は、対象者 (たいしょうしゃ)が高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)、市民 (しみん)活動 (かつどう)団体 (だんたい)等 (とう)と共 (きょう)通 (つう)し、また、計画 (けいかく)の内容 (ないよう)においても、高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)、分野 (ぶんや)別 (べつ)の各 (かく)個 (こ)別 (べつ)計画 (けいかく)に共 (きょう)通 (つう)する施策 (しさく)を含 (ふく)むことから、市 (し)の現状 (げんじょう)と課題 (かだい)については、両計画 (りょうけいかく)に共 (きょう)通 (つう)する内容 (ないよう)としてまとめています。地域 (ちいき)福祉 (ふくし)と福祉 (ふくし)のまちづくりの課題 (かだい)に対 (たい)しては、それぞれの計画 (けいかく)において対応 (たいおう)を示 (しめ)しています。

（２）本書 (ほんしょ)の構成 (こうせい)　●　●　●　●　●　●　●
以上 (いじょう)を受 (う)けて、本書 (ほんしょ)の構成 (こうせい)は以下 (いか)のとおりとなっています。
「第 (だい)１章 (しょう)　計画 (けいかく)策定 (さくてい)にあたって」「第 (だい)２章 (しょう)　市 (し)の現状 (げんじょう)と課題 (かだい)」「第 (だい)５章 (しょう)　計画 (けいかく)の推進 (すいしん)体制 (たいせい)」は、地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)と福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)に共 (きょう)通 (つう)する内容 (ないよう)を記載 (きさい)しています。「第 (だい)３章 (しょう)　第四期 (だいよんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」「第 (だい)４章 (しょう)　第三期 (だいさんき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」は、それぞれの計画 (けいかく)について記載 (きさい)しています。

２　計画 (けいかく)策定 (さくてい)の背景 (はいけい)	
（１）地域 (ちいき)福祉 (ふくし)・福祉 (ふくし)のまちづくりに関 (かん)する主 (おも)な動向 (どうこう)　●　●　●　●　●　●　●
① 「生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援法 (しえんほう)」の施行 (しこう)
平成 (へいせい)27（2015）年 (ねん)４月 (がつ)に、「生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援法 (しえんほう)」が施行 (しこう)され、生活 (せいかつ)保護 (ほご)に至 (いた)る前 (まえ)の段階 (だんかい)の自立 (じりつ)支援 (しえん)策 (さく)の強化 (きょうか)を図 (はか)るため、生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)に対 (たい)し、福祉 (ふくし)事務所 (じむしょ)設置 (せっち)自治体 (じちたい)による必須 (ひっす)事業 (じぎょう)として、①自立 (じりつ)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、②住居 (じゅうきょ)確保 (かくほ)給付 (きゅうふ)金 (きん)の支給 (しきゅう)、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じて実施 (じっし)する任意 (にんい)事業 (じぎょう)として、③就労 (しゅうろう)準備 (じゅんび)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、④一時 (いちじ)生活 (せいかつ)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、⑤家計 (かけい)相談 (そうだん)支援 (しえん)事業 (じぎょう)、⑥学習 (がくしゅう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)が創設 (そうせつ)されました。



② 「障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)）」の施行 (しこう)
平成 (へいせい)26（2014）年 (ねん)１月 (がつ)に、障 (しょう)がいのある人 (ひと)の権利 (けんり)を実現 (じつげん)するための措置 (そち)等 (とう)を規定 (きてい)した「障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)に関 (かん)する条約 (じょうやく)」が締結 (ていけつ)され、また、条約 (じょうやく)締結 (ていけつ)に必要 (ひつよう)な国 (こく)内法 (ないほう)の整備 (せいび)の一環 (いっかん)として、平成 (へいせい)25（2013）年 (ねん)に制定 (せいてい)された「障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)）」が平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)４月 (がつ)に施行 (しこう)されました。
障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)では、行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)等 (とう)や事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)に対 (たい)し、障 (しょう)がいを理由 (りゆう)とする不当 (ふとう)な差別的 (さべつてき)取扱 (とりあつか)いを禁止 (きんし)するとともに、負担 (ふたん)になり過 (す)ぎない範囲 (はんい)で、障 (しょう)がいのある人 (ひと)が直面 (ちょくめん)する社会的 (しゃかいてき)障壁 (しょうへき)を取 (と)り除 (のぞ)くために必要 (ひつよう)な合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を行 (おこな)うことが求 (もと)められています。

③ 「ユニバーサルデザイン2020 (にーぜろにーぜろ)行動 (こうどう)計画 (けいかく)」の策定 (さくてい)
平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)２月 (がつ)に、ユニバーサルデザイン2020関係 (かんけい)閣僚 (かくりょう)会議 (かいぎ)により、2020年 (ねん)東京 (とうきょう)オリンピック・パラリンピック競技 (きょうぎ)大会 (たいかい)開催 (かいさい)を契機 (けいき)として、共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けて、世界 (せかい)に誇 (ほこ)れるユニバーサルデザインのまちづくりを実現 (じつげん)するとともに、国民 (こくみん)全体 (ぜんたい)を巻 (ま)き込 (こ)んだ心 (こころ)のバリアフリーの取組 (とりくみ)を展開 (てんかい)するため、「ユニバーサルデザイン2020 (にーぜろにーぜろ)行動 (こうどう)計画 (けいかく)」が策定 (さくてい)されました。
その中 (なか)では、バリアフリー・ユニバーサルデザインに関 (かん)する施策 (しさく)に障 (しょう)がいのある人 (ひと)による視点 (してん)を反映 (はんえい)させることが望 (のぞ)ましいことや、交通 (こうつう)バリアフリー基準 (きじゅん)・ガイドラインの見直 (みなお)し等 (とう)の取組 (とりくみ)が打 (う)ち出 (だ)されています。

④ 成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)促進 (そくしん)基本 (きほん)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)
平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)４月 (がつ)に制定 (せいてい)された「成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)の促進 (そくしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)」に基 (もと)づき、国 (くに)において、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)３月 (がつ)に、「成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)利用 (りよう)促進 (そくしん)基本 (きほん)計画 (けいかく)」が策定 (さくてい)されました。
同計画 (どうけいかく)は、成年 (せいねん)後見 (こうけん)制度 (せいど)の利用 (りよう)促進 (そくしん)に関 (かん)する施策 (しさく)の総合的 (そうごうてき)・計画的 (けいかくてき)な推進 (すいしん)を図 (はか)ることを目的 (もくてき)としており、国 (くに)、地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)、関係 (かんけい)団体 (だんたい)等 (とう)は、基本 (きほん)計画 (けいかく)の工程表 (こうていひょう)を踏 (ふ)まえた各施策 (かくしさく)の段階的 (だんかいてき)・計画的 (けいかくてき)な推進 (すいしん)に取 (と)り組 (く)むこととされています。

⑤ 地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた取組 (とりくみ)の推進 (すいしん)と「社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)」の改正 (かいせい)
平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)に、厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)に、「我 (わ)が事 (こと)・丸 (まる)ごと」地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)実現 (じつげん)本部 (ほんぶ)が設置 (せっち)され、制度 (せいど)・分野 (ぶんや)ごとの「縦割 (たてわ)り」や「支 (ささ)え手 (て)」「受 (う)け手 (て)」という関係 (かんけい)を超 (こ)えて、
地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)や地域 (ちいき)の多様 (たよう)な主体 (しゅたい)が「我 (わ)が事 (こと)」として参画 (さんかく)し、人 (ひと)と人 (ひと)、人 (ひと)と資源 (しげん)が世代 (せだい)や分野 (ぶんや)を超 (こ)えて「丸 (まる)ごと」つながることで、住民 (じゅうみん)一人 (ひとり)ひとりの暮 (く)らしと生 (い)きがい、



地域 (ちいき)を共 (とも)に創 (つく)っていく社会 (しゃかい)である「地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)」の実現 (じつげん)に向 (む)けた取組 (とりくみ)が進 (すす)められています。
その一環 (いっかん)として、平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)６月 (がつ)の「地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの強化 (きょうか)のための介護 (かいご)保険法 (ほけんほう)等 (とう)の一部 (いちぶ)を改正 (かいせい)する法律 (ほうりつ)」の公布 (こうふ)により、「社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)」が改正 (かいせい)され、平成 (へいせい)30（2018）年 (ねん)４月 (がつ)から施行 (しこう)されます。
この法 (ほう)改正 (かいせい)により、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)推進 (すいしん)における「地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)」が具体的 (ぐたいてき)に定義 (ていぎ)され、その把握 (はあく)と関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)等 (とう)による解決 (かいけつ)が図 (はか)られることになりました。そのため、市町村 (しちょうそん)は地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)と行政 (ぎょうせい)等 (とう)との協働 (きょうどう)による包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)づくりに努 (つと)めていくことになり、それらを計画的 (けいかくてき)に推進 (すいしん)していくために、福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)の共通 (きょうつう)事項 (じこう)を記載 (きさい)した地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)の努力 (どりょく)義務化 (ぎむか)等 (とう)が明記 (めいき)されました。

（２）法 (ほう)制度 (せいど)等 (とう)の主 (おも)な変遷 (へんせん)　●　●　●　●　●　●　●
① 国 (くに)
【 地域 (ちいき)福祉 (ふくし) 】
	年 (とし)
	動 (うご)き

	昭和 (しょうわ)２６（1951）年 (ねん)
	「社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)事業法 (じぎょうほう)」制定 (せいてい)

	平成 (へいせい)１２（2000）年 (ねん)
	「社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)事業法 (じぎょうほう)」を改正 (かいせい)し、「社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)」に改称 (かいしょう)
…「地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の推進 (すいしん)」を明記 (めいき)、地域福祉 (ふくし)計画 (けいかく)を位置 (いち)づけ

	平成 (へいせい)２８（2016）年 (ねん)
	「社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)」改正 (かいせい)…社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)法人 (ほうじん)制度 (せいど)の改革 (かいかく)等 (とう)

	平成 (へいせい)２９（2017）年 (ねん)
	「社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)」改正 (かいせい)…地域 (ちいき)共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)けた取組 (とりくみ)の推進 (すいしん)等 (とう)


【 福祉 (ふくし)のまちづくり 】
	年 (とし)
	動 (うご)き

	平成 (へいせい)　６（1994）年 (ねん)
	「高齢者 (こうれいしゃ)、身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)が円滑 (えんかつ)に利用 (りよう)できる特定 (とくてい)建築物 (けんちくぶつ)の建築 (けんちく)の促進 (そくしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（ハートビル法 (ほう)）」制定 (せいてい)

	平成 (へいせい)１２（2000）年 (ねん)
	「高齢者 (こうれいしゃ)、身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の公共 (こうきょう)交通 (こうつう)機関 (きかん)を利用 (りよう)した移動 (いどう)の円滑化 (えんかつか)の促進 (そくしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（交通 (こうつう)バリアフリー法 (ほう)）」制定 (せいてい)

	平成 (へいせい)１８（2006）年 (ねん)
	「高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の移動 (いどう)等 (とう)の円滑化 (えんかつか)の促進 (そくしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（バリアフリー
法 (ほう)）」制定 (せいてい)…一体的 (いったいてき)・総合的 (そうごうてき)なバリアフリー施策 (しさく)の推進 (すいしん)をめざして、「ハートビル法 (ほう)」と「交通 (こうつう)バリアフリー法 (ほう)」を統合 (とうごう)

	平成 (へいせい)２３（2011）年 (ねん)
	「障害者 (しょうがいしゃ)基本法 (きほんほう)」改正 (かいせい)

	平成 (へいせい)２６（2014）年 (ねん)
	「障害者 (しょうがいしゃ)の権利 (けんり)に関 (かん)する条約 (じょうやく)」締結 (ていけつ)

	平成 (へいせい)２８（2016）年 (ねん)
	「障害 (しょうがい)を理由 (りゆう)とする差別 (さべつ)の解消 (かいしょう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（障害者 (しょうがいしゃ)差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)）」施行 (しこう)

	平成 (へいせい)２９（2017）年 (ねん)
	「ユニバーサルデザイン2020 (にーぜろにーぜろ)行動 (こうどう)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
「高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の円滑 (えんかつ)な移動 (いどう)等 (とう)に配慮 (はいりょ)した建築 (けんちく)設計 (せっけい)標準 (ひょうじゅん)」改正 (かいせい)





② 東京都 (とうきょうと)
【 地域 (ちいき)福祉 (ふくし) 】
	年 (とし)
	動 (うご)き

	平成 (へいせい)１８年 (ねん)（2006年 (ねん)）
	「福祉 (ふくし)・健康 (けんこう)都市 (とし)　東京 (とうきょう)ビジョン」策定 (さくてい)
…福祉 (ふくし)と保健 (ほけん)医療 (いりょう)の両分野 (りょうぶんや)を貫 (つらぬ)く基本 (きほん)方針 (ほうしん)で、分野 (ぶんや)別 (べつ)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)・推進 (すいしん)の基本 (きほん)となるもの

	平成 (へいせい)３０年 (ねん)（2018年 (ねん)）
	「東京都 (とうきょうと)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)支援 (しえん)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)（平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)32（2020）年度 (ねんど)・３年間 (ねんかん)）


【 福祉 (ふくし)のまちづくり 】
	年 (とし)
	動 (うご)き

	平成 (へいせい)　７（1995）年 (ねん)
	「東京都 (とうきょうと)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)」制定 (せいてい)

	平成 (へいせい)１２（2000）年 (ねん)
	「東京都 (とうきょうと)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)」改正 (かいせい)…条例 (じょうれい)の対象 (たいしょう)施設 (しせつ)の拡 (かく)大 (だい)

	平成 (へいせい)１５（2003）年 (ねん)
	「高齢者 (こうれいしゃ)、身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)が利用 (りよう)しやすい建築物 (けんちくぶつ)の整備 (せいび)に関 (かん)する条例 (じょうれい)（ハートビル条例 (じょうれい)）」制定 (せいてい)

	平成 (へいせい)１８（2006）年 (ねん)
	「高齢者 (こうれいしゃ)、身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)が利用 (りよう)しやすい建築物 (けんちくぶつ)の整備 (せいび)に関 (かん)する条例 (じょうれい)（ハートビル条例 (じょうれい)）」を改正 (かいせい)し、「高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)が利用 (りよう)しやすい建築物 (けんちくぶつ)の整備 (せいび)に関 (かん)する条例 (じょうれい)（東京都 (とうきょうと)建築物 (けんちくぶつ)バリアフリー条例 (じょうれい)）」に改称 (かいしょう)

	平成 (へいせい)２１（2009）年 (ねん)
	「東京都 (とうきょうと)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)」改正 (かいせい)…ユニバーサルデザインの理念 (りねん)の明確化 (めいかくか)等 (とう)

	平成 (へいせい)２６（2014）年 (ねん)
	「東京都 (とうきょうと)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)26（2014）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)・５年間 (ねんかん)）


③ 小平市 (こだいらし)
【 地域 (ちいき)福祉 (ふくし) 】
	年 (とし)
	動 (うご)き

	平成 (へいせい)　５（1993）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)5（1993）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)14（2002）年度 (ねんど)・10年間 (ねんかん)）

	平成 (へいせい)１５（2003）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)新地域 (しんちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)15（2003）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)19（2007）年度 (ねんど)・５年間 (ねんかん)）

	平成 (へいせい)２０（2008）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)20（2008）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)・10年間 (ねんかん)）

	平成 (へいせい)３０（2018）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)第四期 (だいよんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)38（2026）年度 (ねんど)・９年間 (ねんかん)）


【 福祉 (ふくし)のまちづくり 】
	年 (とし)
	動 (うご)き

	平成 (へいせい)　９（1997）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)」制定 (せいてい)

	平成 (へいせい)１２（2000）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)12（2000）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)16（2004）年度 (ねんど)・５年間 (ねんかん)）

	平成 (へいせい)１３（2001）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)」改正 (かいせい)…条例 (じょうれい)の対象 (たいしょう)施設 (しせつ)の拡 (かく)大 (だい)

	平成 (へいせい)１９（2007）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)19（2007）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)28（2016）年度 (ねんど)・10年間 (ねんかん)）

	平成 (へいせい)２１（2009）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)」改正 (かいせい)…ユニバーサルデザインの理念 (りねん)の明確化 (めいかくか)等 (とう)

	平成 (へいせい)２８（2016）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)の基本 (きほん)方針 (ほうしん)」により、「小平市 (こだいらし)第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」の計画 (けいかく)期間 (きかん)を、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)までに延伸 (えんしん)

	平成 (へいせい)３０（2018）年 (ねん)
	「小平市 (こだいらし)第三期 (だいさんき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」策定 (さくてい)
（平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)38（2026）年度 (ねんど)・９年間 (ねんかん)）





３　計画 (けいかく)策定 (さくてい)の目的 (もくてき)

「第三期 (だいさんき)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」（平成 (へいせい)20（2008）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)）及 (およ)び「第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」（平成 (へいせい)19（2007）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)）の計画 (けいかく)期間 (きかん)が、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)に終了 (しゅうりょう)することから、少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)の進行 (しんこう)等 (とう)による社会 (しゃかい)環境 (かんきょう)の変化 (へんか)や、生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援法 (しえんほう)の施行 (しこう)、社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)の改正 (かいせい)等 (とう)の国 (くに)や東京都 (とうきょうと)の動向 (どうこう)を踏 (ふ)まえ、小平市 (こだいらし)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じた計画 (けいかく)の策定 (さくてい)により、平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)以降 (いこう)の小平市 (こだいらし)の地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)及 (およ)び福祉 (ふくし)のまちづくりに関 (かん)する施策 (しさく)の総合的 (そうごうてき)かつ計画的 (けいかくてき)な推進 (すいしん)を図 (はか)ることを目的 (もくてき)とします。

４　計画 (けいかく)の位置 (いち)づけ

（１）「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及 (およ)び「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」の位置 (いち)づけ　●　●　●　●　●　●　●
・「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」は、社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)107条 (じょう)に定 (さだ)める「市町村 (しちょうそん)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」に該当 (がいとう)する、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を推進 (すいしん)するための基本 (きほん)となる計画 (けいかく)です。
・市 (し)のあるべき姿 (すがた)、進 (すす)むべき目標 (もくひょう)を定 (さだ)めた「小平市 (こだいらし)長期 (ちょうき)総合 (そうごう)計画 (けいかく)基本 (きほん)構想 (こうそう)」の部門 (ぶもん)別 (べつ)計画 (けいかく)として位置 (いち)づけられます。
・高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)の、保健 (ほけん)福祉 (ふくし)における分野 (ぶんや)別 (べつ)の各個 (かくこ)別 (べつ)計画 (けいかく)と整合性 (せいごうせい)を図 (はか)り、「地域 (ちいき)」という分野 (ぶんや)を横断 (おうだん)した視点 (してん)に基 (もと)づき、各分野 (かくぶんや)に共 (きょう)通 (つう)して取 (と)り組 (く)むべき事項 (じこう)について、総合的 (そうごうてき)に推進 (すいしん)します。
・小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)が策定 (さくてい)している「地域 (ちいき)福祉 (ふくし)活動 (かつどう)計画 (けいかく)」（現在 (げんざい)は、第三次 (だいさんじ)小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)活動 (かつどう)計画 (けいかく)・平成 (へいせい)21（2009）年度 (ねんど)～平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)・10年間 (ねんかん)）は、本計画 (ほんけいかく)と同様 (どうよう)、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)の推進 (すいしん)という目的 (もくてき)を共有 (きょうゆう)するとともに、社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)も含 (ふく)めて、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)や住民 (じゅうみん)等 (とう)が主体 (しゅたい)となって具体的 (ぐたいてき)に展開 (てんかい)する地域 (ちいき)福祉 (ふくし)活動 (かつどう)の方向性 (ほうこうせい)を中心 (ちゅうしん)にまとめたものです。
「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」は、「地域 (ちいき)福祉 (ふくし)活動 (かつどう)計画 (けいかく)」と相互 (そうご)に連携 (れんけい)・協働 (きょうどう)を図 (はか)ります。

・「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」は、小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)第 (だい)８条 (じょう)に基 (もと)づく、福祉 (ふくし)のまちづくりを進 (すす)める上 (うえ)で基本 (きほん)となる計画 (けいかく)です。
・「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」と同様 (どうよう)、高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)の分野 (ぶんや)別 (べつ)の各個 (かくこ)別 (べつ)計画 (けいかく)に共 (きょう)通 (つう)する施策 (しさく)を備 (そな)え、分野 (ぶんや)別 (べつ)の各個 (かくこ)別 (べつ)計画 (けいかく)と連携 (れんけい)しつつ、福祉 (ふくし)のまちづくりを推進 (すいしん)します。



・「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」と「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」は、国 (くに)の「高齢者 (こうれいしゃ)、障害者 (しょうがいしゃ)等 (とう)の移動 (いどう)等 (とう)の円滑化 (えんかつか)の促進 (そくしん)に関 (かん)する法律 (ほうりつ)（バリアフリー法 (ほう)）」や、東京都 (とうきょうと)の「地域 (ちいき)福祉 (ふくし)支援 (しえん)計画 (けいかく)」、「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」等 (とう)との整合性 (せいごうせい)を図 (はか)っています。
・今回 (こんかい)、「小平市 (こだいらし)第二期 (だいにき)福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」の計画 (けいかく)期間 (きかん)を、１年間 (ねんかん)延伸 (えんしん)して、平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)までとし、「地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」と「福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)」を一体的 (いったいてき)に策定 (さくてい)することにより、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)と福祉 (ふくし)のまちづくりを総合的 (そうごうてき)に推進 (すいしん)します。
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５　計画 (けいかく)の期間 (きかん)

・本計画 (ほんけいかく)の計画 (けいかく)期間 (きかん)は、平成 (へいせい)30（2018）年度 (ねんど)から平成 (へいせい)38（2026）年度 (ねんど)までの９年間 (ねんかん)とします。
・３年 (ねん)ごとに策定 (さくてい)する「地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケア推進 (すいしん)計画 (けいかく)」、「障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」及 (およ)び「障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)」の計画 (けいかく)期間 (きかん)の周期 (しゅうき)と合 (あ)わせることで、連携 (れんけい)・整合 (せいごう)を図 (はか)り、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)及 (およ)び福祉 (ふくし)のまちづくりを総合的 (そうごうてき)に推進 (すいしん)します。


計画 (けいかく)の期間 (きかん)
 (
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	計画名 (けいかくめい)
	30
（2018）
年度 (ねんど)
	31
（2019）
年度 (ねんど)
	32
（2020）
年度 (ねんど)
	33
（2021）
年度 (ねんど)
	34
（2022）
年度 (ねんど)
	35
（2023）
年度 (ねんど)
	36
（2024）
年度 (ねんど)
	37
（2025）
年度 (ねんど)
	38
（2026）
年度 (ねんど)

	長期 (ちょうき)総合 (そうごう)計画 (けいかく)
基本 (きほん)構想 (こうそう)
	長期 (ちょうき)総合 (そうごう)計画 (けいかく)（第 (だい)３次 (じ)）
（平成 (へいせい)18(2006)年度 (ねんど)～）
	
	
	
	
	
	

	【地域 (ちいき)福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)】

	地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)
	地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)（第 (だい)４期 (き)）
福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)（第 (だい)３期 (き)）

	【高齢者 (こうれいしゃ)福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)】

	地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケア
推進 (すいしん)計画 (けいかく)
	地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケア推進 (すいしん)計画 (けいかく)
（第 (だい)７期 (き)）
	地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケア推進 (すいしん)計画 (けいかく)
（第 (だい)８期 (き)）
	地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケア推進 (すいしん)計画 (けいかく)
（第 (だい)９期 (き)）

	【障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)分野 (ぶんや)】

	障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
	障 (しょう)がい者 (しゃ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)（第 (だい)４期 (き)）
（平成 (へいせい)27(2015)年度 (ねんど)～）
	
	
	
	
	
	

	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（第 (だい)５期 (き)）
障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（第 (だい)１期 (き)）
	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（第 (だい)６期 (き)）
障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（第 (だい)２期 (き)）
	障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（第 (だい)７期 (き)）
障害児 (しょうがいじ)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)
（第 (だい)３期 (き)）

	【子 (こ)ども家庭 (かてい)分野 (ぶんや)】

	子 (こ)ども・子育 (こそだ)て
支援 (しえん)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)
	子 (こ)ども・子育 (こそだ)て
支援 (しえん)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)
（平成 (へいせい)27(2015)年度 (ねんど)～）
	子 (こ)ども・子育 (こそだ)て支援 (しえん)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)（第 (だい)２期 (き)）
	
	

	子 (こ)ども・若者 (わかもの)計画 (けいかく)
	子 (こ)ども・若者 (わかもの)計画 (けいかく)（～平成 (へいせい)39(2027)年度 (ねんど)）

	【健康 (けんこう)分野 (ぶんや)】

	こだいら健康 (けんこう)増進 (ぞうしん)プラン
	こだいら健康 (けんこう)増進 (ぞうしん)プラン
（平成 (へいせい)29（2017）年度 (ねんど)～）
	
	
	
	

	【その他 (た)】

	地域 (ちいき)福祉 (ふくし)活動 (かつどう)計画 (けいかく)
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※点線 (てんせん)は、未定 (みてい)の部分 (ぶぶん)を示 (しめ)している。 (
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６　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に盛 (も)り込 (こ)む事項 (じこう)
（１）社会 (しゃかい)福祉法上 (ふくしほうじょう)の規定 (きてい)（社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)107条 (じょう)）　●　●　●　●　●　●　●
平成 (へいせい)30（2018）年 (ねん)４月 (がつ)に施行 (しこう)される改正後 (かいせいご)の社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)では、次 (つぎ)の項目 (こうもく)を一体的 (いったいてき)に定 (さだ)めることが求 (もと)められています。
　ア　地域 (ちいき)における高齢者 (こうれいしゃ)の福祉 (ふくし)、障害者 (しょうがいしゃ)の福祉 (ふくし)、児童 (じどう)の福祉 (ふくし)その他 (た)の福祉 (ふくし)に関 (かん)し、共通 (きょうつう)して取 (と)り組 (く)むべき事項 (じこう)
　イ　地域 (ちいき)における福祉 (ふくし)サービスの適切 (てきせつ)な利用 (りよう)の推進 (すいしん)に関 (かん)する事項 (じこう)
　ウ　地域 (ちいき)における社会 (しゃかい)福祉 (ふくし)を目的 (もくてき)とする事業 (じぎょう)の健全 (けんぜん)な発達 (はったつ)に関 (かん)する事項 (じこう)
　エ　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)に関 (かん)する活動 (かつどう)への住民 (じゅうみん)の参加 (さんか)の促進 (そくしん)に関 (かん)する事項 (じこう)
　オ　包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)の整備 (せいび)に関 (かん)する事項 (じこう)（第 (だい)106条 (じょう)の3第 (だい)１項 (こう)各号 (かくごう)に掲 (かか)げる事業 (じぎょう)を実施 (じっし)する場合 (ばあい)には、同項 (どうこう)各号 (かくごう)に掲 (かか)げる事業 (じぎょう)に関 (かん)する事項 (じこう)）
→（社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)106条 (じょう)の３　第 (だい)１項 (こう)）
　第 (だい)１号 (ごう)　地域 (ちいき)福祉 (ふくし)に関 (かん)する活動 (かつどう)への地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)の参加 (さんか)を促 (うなが)す活動 (かつどう)を行 (おこな)う者 (もの)に対 (たい)
する支援 (しえん)、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)が相互 (そうご)に交流 (こうりゅう)を図 (はか)ることができる拠点 (きょてん)の整備 (せいび)、
地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)に対 (たい)する研修 (けんしゅう)の実施 (じっし)その他 (た)の地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)が地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を推 (すい)
進 (しん)するために必要 (ひつよう)な環境 (かんきょう)の整備 (せいび)に関 (かん)する事業 (じぎょう)
第 (だい)２号 (ごう)　地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)が自 (みずか)ら他 (た)の地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)が抱 (かか)える地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)に関 (かん)する相談 (そうだん)
に応 (おう)じ、必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)の提供 (ていきょう)及 (およ)び助言 (じょげん)を行 (おこな)い、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて、支援関 (しえんかん)
係 (けい)機関 (きかん)に対 (たい)し、協力 (きょうりょく)を求 (もと)めることができる体制 (たいせい)の整備 (せいび)に関 (かん)する事業 (じぎょう)
第 (だい)３号 (ごう)　生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援法 (しえんほう)第 (だい)２条 (じょう)第 (だい)２項 (こう)に規定 (きてい)する生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)相談 (そうだん)
支援 (しえん)事業 (じぎょう)を行 (おこな)う者 (もの)その他 (た)の支援 (しえん)関係 (かんけい)機関 (きかん)が、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を解 (かい)決 (けつ)す
るために、相互 (そうご)の有機的 (ゆうきてき)な連携 (れんけい)の下 (もと)、その解決 (かいけつ)に資 (し)する支援 (しえん)を一体 (いったい)
的 (てき)かつ計画的 (けいかくてき)に行 (おこな)う体制 (たいせい)の整備 (せいび)に関 (かん)する事業 (じぎょう)












（２）要配慮者 (ようはいりょしゃ)（高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、乳幼児 (にゅうようじ)その他 (た)の特 (とく)に配慮 (はいりょ)を要 (よう)する人 (ひと)）への支援 (しえん)　　
平成 (へいせい)19（2007）年 (ねん)８月 (がつ)に、厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)より、「要援護者 (ようえんごしゃ)の支援 (しえん)方策 (ほうさく)について市町村 (しちょうそん)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に盛 (も)り込 (こ)む事項 (じこう)」が通知 (つうち)され、地域 (ちいき)における要援護者 (ようえんごしゃ)（現在 (げんざい)の「要配慮者 (ようはいりょしゃ)」）に係 (かか)る情報 (じょうほう)の把握 (はあく)・共有 (きょうゆう)及 (およ)び支援 (しえん)について、市町村 (しちょうそん)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に盛 (も)り込 (こ)むことになりました。
また、平成 (へいせい)25（2013）年 (ねん)６月 (がつ)の災害 (さいがい)対策 (たいさく)基本法 (きほんほう)の一部 (いちぶ)改正 (かいせい)により、高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、乳幼児 (にゅうようじ)その他 (た)の特 (とく)に配慮 (はいりょ)を要 (よう)する人 (ひと)を「要配慮者 (ようはいりょしゃ)」とし、そのうち、災害 (さいがい)が発生 (はっせい)し、又 (また)は災害 (さいがい)が発生 (はっせい)するおそれがある場合 (ばあい)に自 (みずか)ら避難 (ひなん)することが困難 (こんなん)な人 (ひと)を「避難 (ひなん)行動 (こうどう)要支援者 (ようしえんしゃ)」として、円滑 (えんかつ)かつ迅速 (じんそく)に避難 (ひなん)するための対策 (たいさく)をとることが求 (もと)められています。

（３）生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)への支援 (しえん)　●　●　●　●　●　●　●
平成 (へいせい)26（2014）年 (ねん)３月 (がつ)に、厚生 (こうせい)労働省 (ろうどうしょう)から、「生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)自立 (じりつ)支援 (しえん)方策 (ほうさく)について市町村 (しちょうそん)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に盛 (も)り込 (こ)む事項 (じこう)」が通知 (つうち)され、生活 (せいかつ)困窮者 (こんきゅうしゃ)に係 (かか)る自立 (じりつ)支援 (しえん)等 (とう)について、市町村 (しちょうそん)地域 (ちいき)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)に盛 (も)り込 (こ)むことになりました。


７　計画 (けいかく)策定 (さくてい)の体制 (たいせい)

本計画 (ほんけいかく)の策定 (さくてい)にあたっては、小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり条例 (じょうれい)第 (だい)12条 (じょう)に基 (もと)づき、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)、福祉 (ふくし)関係 (かんけい)団体 (だんたい)、公募 (こうぼ)市民 (しみん)、学識 (がくしき)経験者 (けいけんしゃ)及 (およ)び関係 (かんけい)行政 (ぎょうせい)機関 (きかん)の職員 (しょくいん)から構成 (こうせい)される「小平市 (こだいらし)福祉 (ふくし)のまちづくり推進協 (すいしんきょう)議会 (ぎかい)」を設置 (せっち)し、本計画 (ほんけいかく)の内容 (ないよう)について検討 (けんとう)しました。
また、庁内 (ちょうない)では、関係 (かんけい)する部局 (ぶきょく)の連携 (れんけい)を図 (はか)るため、「小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)調整 (ちょうせい)会議 (かいぎ)」等 (とう)により、策定 (さくてい)を進 (すす)めました。
平成 (へいせい)28（2016）年 (ねん)11月 (がつ)から12月 (がつ)にかけて、市民 (しみん)及 (およ)び地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を支 (ささ)える団体 (だんたい)・組織 (そしき)を対象 (たいしょう)に、「小平市 (こだいらし)地域 (ちいき)保健 (ほけん)福祉 (ふくし)計画 (けいかく)・福祉 (ふくし)のまちづくり推進 (すいしん)計画 (けいかく)策定 (さくてい)のための基礎 (きそ)調査 (ちょうさ)」を実施 (じっし)し、その結果 (けっか)を基礎 (きそ)資料 (しりょう)として活用 (かつよう)しました。
さらに、本計画 (ほんけいかく)素案 (そあん)について「市民 (しみん)懇談会 (こんだんかい)」や、主 (おも)に知的障 (ちてきしょう)がいのある人 (ひと)を対象 (たいしょう)とした「わかりやすい説明会 (せつめいかい)」を開催 (かいさい)するとともに、市民 (しみん)意見 (いけん)の募集 (ぼしゅう)（パブリックコメント）を行 (おこな)い、市民 (しみん)意見 (いけん)の反映 (はんえい)に努 (つと)めました。




８　地域 (ちいき)における支 (ささ)えあいと相談 (そうだん)支援 (しえん)の推進 (すいしん)
（１）地域 (ちいき)福祉 (ふくし)とは　●　●　●　●　●　●　●
現在 (げんざい)、少子 (しょうし)高齢化 (こうれいか)、核家族化 (かくかぞくか)、一人暮 (ひとりぐ)らし高齢者 (こうれいしゃ)や高齢者 (こうれいしゃ)のみの世帯 (せたい)の増加 (ぞうか)、地域 (ちいき)のつながりの希薄化 (きはくか)等 (とう)により地域 (ちいき)社会 (しゃかい)が変容 (へんよう)する中 (なか)、地域 (ちいき)では、ひきこもりやサービス利用 (りよう)の拒 (きょ)否 (ひ)等 (とう)、既存 (きぞん)の制度 (せいど)に明確 (めいかく)に位置 (いち)付 (づ)けられていませんが、何 (なん)らかの支援 (しえん)が必要 (ひつよう)である、いわゆる「制度 (せいど)の狭間 (はざま)にある課題 (かだい)」や、介護 (かいご)と育児 (いくじ)に同時 (どうじ)に直面 (ちょくめん)する世帯 (せたい)（いわゆる「ダブルケア」）、高齢 (こうれい)の親 (おや)と働 (はたら)いていない独身 (どくしん)の50代 (だい)の子 (こ)が同居 (どうきょ)している世帯 (せたい)（いわゆる「8050 (はちまるごーまる)」）等 (とう)の複雑化 (ふくざつか)・多様化 (たようか)した課題 (かだい)が生 (しょう)じてきています。
これまで、高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)の対象者 (たいしょうしゃ)ごとの制度 (せいど)を中心 (ちゅうしん)に公的 (こうてき)な支援 (しえん)が行 (おこな)われ、各分野 (かくぶんや)で制度的 (せいどてき)な対応 (たいおう)をたえまなく進 (すす)めていくことが必要 (ひつよう)ですが、行政 (ぎょうせい)による公的 (こうてき)な福祉 (ふくし)サービスによる支援 (しえん)で、対応 (たいおう)や解決 (かいけつ)ができる課題 (かだい)もあれば、難 (むずか)しい課題 (かだい)もあります。
「地域 (ちいき)福祉 (ふくし)」とは、地域 (ちいき)においてだれもが安心 (あんしん)して暮 (く)らせるよう、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)や事業者 (じぎょうしゃ)、関係 (かんけい)機関 (きかん)・団体 (だんたい)、行政 (ぎょうせい)がお互 (たが)いに協力 (きょうりょく)して地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の解決 (かいけつ)に取 (と)り組 (く)む考 (かんが)え方 (かた)です。また、高齢者 (こうれいしゃ)、障 (しょう)がいのある人 (ひと)、子 (こ)ども等 (とう)の分野 (ぶんや)ごとの制度 (せいど)ではなく、「地域 (ちいき)」という分野 (ぶんや)を横断 (おうだん)した括 (くく)りで捉 (とら)え、包括的 (ほうかつてき)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)を行 (おこな)っていくものです。
 (
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)平成 (へいせい)30（2018）年 (ねん)４月 (がつ)に施行 (しこう)される改正 (かいせい)社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)第 (だい)４条 (じょう)第 (だい)２項 (こう)に、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)や福祉 (ふくし)関係者 (かんけいしゃ)が、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)及 (およ)びその世帯 (せたい)が抱 (かか)える地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)し、その解決 (かいけつ)に資 (し)する支援 (しえん)を行 (おこな)う関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)等 (とう)によりその解決 (かいけつ)を図 (はか)ることが規定 (きてい)されたように、市民 (しみん)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)、関係 (かんけい)機関 (きかん)・団体 (だんたい)、行政 (ぎょうせい)の各々 (おのおの)が役割 (やくわり)を果 (は)たし、連携 (れんけい)した、自助 (じじょ)（市民 (しみん)一人 (ひとり)ひとりの主体的 (しゅたいてき)な活動 (かつどう)）・共助 (きょうじょ)（ご近所 (きんじょ)の助 (たす)けあいやボランティア活動 (かつどう)等 (とう)の市民 (しみん)・団体 (だんたい)相互 (そうご)の支 (ささ)えあい）・公 (こう)助 (じょ)（行政 (ぎょうせい)による公的 (こうてき)な福祉 (ふくし)サービス）の考 (かんが)えに基 (もと)づく支 (ささ)えあいが、より一層 (いっそう)必要 (ひつよう)とされています。
 (
こう
公
じょ
助
ぎょうせい
行政
による
こうてき
公的
な
ふくし
福祉
サービス
) (
じじょ
自助
しみん
市民
による
しゅたいてき
主体的
な
かつどう
活動
) (
きょうじょ
共助
　
しみん
市民
・
だんたい
団体
そうご
相互
の
ささ
支
えあい
)[image: ]小平市 (こだいらし)では、行政 (ぎょうせい)の役割 (やくわり)として、公的 (こうてき)な福祉 (ふくし)サービスを充実 (じゅうじつ)していくとともに、市民 (しみん)、事 (じ)業者 (ぎょうしゃ)、関係 (かんけい)機関 (きかん)・団体 (だんたい)、市 (し)相互 (そうご)で協力 (きょうりょく)・協働 (きょうどう)し、地域 (ちいき)全体 (ぜんたい)で福祉 (ふくし)を推進 (すいしん)します。






（２）包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)の構築 (こうちく)　●　●　●　●　●　●　●
小平市 (こだいらし)では、地域 (ちいき)の実情 (じつじょう)を踏 (ふ)まえたきめ細 (こま)かい高齢者 (こうれいしゃ)福祉 (ふくし)・介護 (かいご)の環境 (かんきょう)づくりをめざすものとして、地域 (ちいき)の成 (な)り立 (た)ちや人口 (じんこう)の分布 (ぶんぷ)状況 (じょうきょう)等 (とう)から、市内 (しない)を５圏域 (けんいき)に区分 (くぶん)し、圏域 (けんいき)ごとの中核 (ちゅうかく)拠点 (きょてん)として地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターを設置 (せっち)していますが、今後 (こんご)、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)においても、この地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターの活動 (かつどう)エリアである日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)により、地域 (ちいき)福祉 (ふくし)を進 (すす)め、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて圏域 (けんいき)の見直 (みなお)しについて検討 (けんとう)します。
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	西圏域 (にしけんいき)
	中央 (ちゅうおう)西圏域 (にしけんいき)
	中央圏域 (ちゅうおうけんいき)
	中央 (ちゅうおう)東圏域 (ひがしけんいき)
	東圏域 (ひがしけんいき)

	町名 (ちょうめい)
	栄町 (さかえちょう)１～３丁目 (ちょうめ)
中島町 (なかじまちょう)
小川町 (おがわちょう)１丁目 (ちょうめ)
たかの台 (だい)
津田町 (つだまち)１丁目 (ちょうめ)
上水 (じょうすい)新町 (しんまち)１～３丁目 (ちょうめ)
上水 (じょうすい)本町 (ほんちょう)１丁目 (ちょうめ)
	小川西町 (おがわにしまち)１～５丁目 (ちょうめ)
小川東 (おがわひがし)町 (ちょう)１～５丁目 (ちょうめ)
津田町 (つだまち)２～３丁目 (ちょうめ)
学園西町 (がくえんにしまち)１～３丁目 (ちょうめ)
上水 (じょうすい)本町 (ほんちょう)２～６丁目 (ちょうめ)
	小川東 (おがわひがし)町 (ちょう)
小川町 (おがわちょう)２丁目 (ちょうめ)
学園東町 (がくえんひがしちょう)１丁目 (ちょうめ)（※）
	美園町 (みそのちょう)１～３丁目 (ちょうめ)
大沼町 (おおぬまちょう)１～７丁目 (ちょうめ)
仲町 (なかまち)
学園東町 (がくえんひがしちょう)２～３丁目 (ちょうめ)
学園東町 (がくえんひがしちょう)
喜平 (きへい)町 (ちょう)１～３丁目 (ちょうめ)
上水南町 (じょうすいみなみちょう)１～４丁目 (ちょうめ)
	花 (はな)小金井 (こがねい)１～８丁目 (ちょうめ)
天神 (てんじん)町 (ちょう)１～４丁目 (ちょうめ)
鈴木町 (すずきちょう)１～２丁目 (ちょうめ)
花 (はな)小金井南町 (こがねいみなみちょう)１～３丁目 (ちょうめ)
回田町 (めぐりたちょう)
御幸町 (みゆきちょう)

	地域 (ちいき)
包括 (ほうかつ)支援 (しえん)
センター
	けやきの郷 (さと)
	小川 (おがわ)ホーム
	中央 (ちゅうおう)センター
（基幹型 (きかんがた)）
	多摩済生 (たまさいせい)
ケアセンター
	小平 (こだいら)健 (けん)成 (せい)苑 (えん)

	
	けやきの郷 (さと)
たかの台 (だい)
出張所 (しゅっちょうじょ)
	小川 (おがわ)ホーム
四 (よん)小通 (しょうどお)り
出張所 (しゅっちょうじょ)
	
	多摩済生 (たまさいせい)
ケアセンター
喜平橋 (きへいはし)出張所 (しゅっちょうじょ)
	小平 (こだいら)健 (けん)成 (せい)苑 (えん)
花 (はな)小金井 (こがねい)
出張所 (しゅっちょうじょ)


[bookmark: _GoBack]※中央圏域 (ちゅうおうけんいき)を担当 (たんとう)する中央 (ちゅうおう)センターは、基幹型 (きかんがた)地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターとして、各地域 (かくちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターの統括 (とうかつ)や連絡 (れんらく)調整 (ちょうせい)、後方 (こうほう)支援 (しえん)、人材 (じんざい)育成 (いくせい)も行 (おこな)うため、担当 (たんとう)する日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)は小区域 (しょうくいき)としている。


改正 (かいせい)社会 (しゃかい)福祉法 (ふくしほう)では、国 (くに)及 (およ)び地方 (ちほう)公共 (こうきょう)団体 (だんたい)には、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)と連携 (れんけい)して、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の解決 (かいけつ)を促進 (そくしん)する施策 (しさく)の展開 (てんかい)等 (とう)を行 (おこな)う責務 (せきむ)があり、区 (く)市町村 (しちょうそん)は、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)の解決 (かいけつ)に資 (し)する包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)するよう努 (つと)めることとされました。
区 (く)市町村 (しちょうそん)は、住民 (じゅうみん)が主体的 (しゅたいてき)に地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を把握 (はあく)して解決 (かいけつ)を試 (こころ)みる体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)するとともに、地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)による解決 (かいけつ)が困難 (こんなん)な課題 (かだい)については、多 (おお)くの支援 (しえん)関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)した総合的 (そうごうてき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)を整備 (せいび)することが必要 (ひつよう)とされています。

現在 (げんざい)、各関係 (かくかんけい)機関 (きかん)による相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)での対応 (たいおう)や、民生 (みんせい)委員 (いいん)児童 (じどう)委員 (いいん)等 (とう)が高齢者 (こうれいしゃ)や支援 (しえん)が必要 (ひつよう)と思 (おも)われる人 (ひと)のもとに出向 (でむ)き、見守 (みまも)り等 (とう)も含 (ふく)めた支援 (しえん)を行 (おこな)っていますが、地域 (ちいき)には、相談 (そうだん)に行 (い)くことができない場合 (ばあい)や、制度 (せいど)の狭間 (はざま)にある課題 (かだい)や複数 (ふくすう)かつ多様 (たよう)な課題 (かだい)を抱 (かか)え、どこに相談 (そうだん)したらよいかがわからない場合 (ばあい)等 (とう)、適切 (てきせつ)な解決 (かいけつ)策 (さく)を講 (こう)じることが難 (むずか)しいケースもあります。

そのため、住民 (じゅうみん)に身近 (みぢか)な圏域 (けんいき)への、気軽 (きがる)に相談 (そうだん)することができる窓口 (まどぐち)の設置 (せっち)が求 (もと)められており、窓口 (まどぐち)としては、日常 (にちじょう)生活圏域 (せいかつけんいき)ごとの中核 (ちゅうかく)拠点 (きょてん)である地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターにおいて、高齢者 (こうれいしゃ)だけでなく、障 (しょう)がいのある人 (ひと)や子 (こ)ども等 (とう)の相談 (そうだん)対象者 (たいしょうしゃ)の拡大 (かくだい)を検討 (けんとう)することなどが考 (かんが)えられますが、地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)を確認 (かくにん)しながら、検討 (けんとう)を進 (すす)める必要 (ひつよう)があります。

また、住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の助 (たす)けあいによる高齢者 (こうれいしゃ)の生活 (せいかつ)支援 (しえん)・介護 (かいご)予防 (よぼう)サービスの提供 (ていきょう)体制 (たいせい)を進 (すす)める生活 (せいかつ)支援 (しえん)コーディネーターが地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)支援 (しえん)センターに配置 (はいち)されていますが、高齢者 (こうれいしゃ)分野 (ぶんや)に限 (かぎ)らず地域 (ちいき)生活 (せいかつ)課題 (かだい)を住民 (じゅうみん)が主体的 (しゅたいてき)に把握 (はあく)し、解決 (かいけつ)を試 (こころ)みることができるよう、小平市 (こだいらし)社会 (しゃかい)福祉協 (ふくしきょう)議会 (ぎかい)と連携 (れんけい)し、コミュニティソーシャルワーカーの段階的 (だんかいてき)な配置 (はいち)の検討 (けんとう)を進 (すす)めます。コミュニティソーシャルワーカーの主 (おも)な活動 (かつどう)内容 (ないよう)は、地域 (ちいき)における個別的 (こべつてき)な支援 (しえん)や支 (ささ)えあい活動 (かつどう)の仕組 (しく)みづくり等 (とう)ですが、その専門 (せんもん)知識 (ちしき)や技能 (ぎのう)を活 (い)かして、住民 (じゅうみん)と協働 (きょうどう)し、関係 (かんけい)機関 (きかん)・団体 (だんたい)と連携 (れんけい)して、地域 (ちいき)ごとの特性 (とくせい)に合 (あ)わせたきめの細 (こま)かい対応 (たいおう)を行 (おこな)うものです。

さらに、身近 (みぢか)な圏域 (けんいき)での相談 (そうだん)体制 (たいせい)を支援 (しえん)するとともに、各制度 (かくせいど)ごとの相談 (そうだん)支援 (しえん)機関 (きかん)のほか、福祉 (ふくし)以外 (いがい)の分野 (ぶんや)も含 (ふく)めた多機関 (たきかん)との連携 (れんけい)により、適切 (てきせつ)な支援 (しえん)を行 (おこな)います。

今後 (こんご)、国 (くに)・東京都 (とうきょうと)等 (とう)の動向 (どうこう)や地域 (ちいき)包括 (ほうかつ)ケアシステムの構築 (こうちく)の進捗 (しんちょく)状況 (じょうきょう)を踏 (ふ)まえつつ、地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決 (かいけつ)の体制 (たいせい)づくりを支援 (しえん)する仕組 (しく)みや、相談 (そうだん)支援 (しえん)における関係 (かんけい)機関 (きかん)との連携 (れんけい)の推進 (すいしん)について検討 (けんとう)し、小平市 (こだいらし)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じた包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)の構築 (こうちく)をめざします。
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※「第 (だい)６回 (かい)地域力 (ちいきりょく)強化 (きょうか)検討会 (けんとうかい)（平成 (へいせい)29（2017）年 (ねん)２月 (がつ)28日 (にち)開催 (かいさい)）参考 (さんこう)資料 (しりょう)１　地域 (ちいき)における住民 (じゅうみん)主体 (しゅたい)の課題 (かだい)解決力 (かいけつりょく)強化 (きょうか)・包括的 (ほうかつてき)な相談 (そうだん)支援 (しえん)体制 (たいせい)のイメージ」を参考 (さんこう)に作成 (さくせい)したモデル図 (ず)で、今後 (こんご)、小平市 (こだいらし)の実情 (じつじょう)に応 (おう)じた包括的 (ほうかつてき)な支援 (しえん)体制 (たいせい)を検討 (けんとう)する中 (なか)で、変更 (へんこう)になる可能性 (かのうせい)があります。
※地域 (ちいき)住民 (じゅうみん)等 (とう)や支援 (しえん)関係 (かんけい)機関 (きかん)は、主 (おも)なものを記載 (きさい)しています。
第 (だい)１章 (しょう)　計 (けい)画 (かく)策 (さく)定 (てい)にあたって


9

 

16


image1.emf

image2.emf

image3.emf

image4.emf

image5.emf

image6.emf

image7.emf

image8.emf

image9.emf

image10.emf

image11.emf

image12.emf

image13.emf

image14.emf

image15.emf

image16.emf

image17.emf

image18.emf

image19.emf

image20.emf

image21.emf

image22.emf

image23.emf

image24.emf

image25.emf

image26.emf

image27.emf

image28.emf

image29.emf

image30.emf

image31.emf


 

 

1

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

だい

１

章

しょう

  

計画

けいかく

策定

さくてい

にあたって

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

